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シアン化カリウム(皮)
KCN 

[CAS No. 151-50・8]
シアンイヒカルシウム(皮)

Ca(CN)2 
[CAS No. 592・01-8]

シアン化ナトリウム(皮)
NaCN 

[CAS No. 143-39-9] 
最大許容濃度 5 mglm3 (CNとして)

1 . 別名 1)

シアン化カリウム:青酸カリ， 青酸カリウム， 青化カ
リウム

シ ア ン化 ナトリウム:青酸 ナトリ ウム， 青酸 ソ ーダ，
青化ナトリウム， 青化ソ ー ダ
2. 用途1)

シアン化カリウム・シアン化ナトリウム:金， 銀の鉱

石よりの抽出， 顔料 (紺青)の原料， メッキ， 殺虫剤，

金属の焼き入れ， 写真用， 有機合成， 医薬・黄血塩製造，
分析用試薬などに用いられる.

シアン化カルシウム:消毒剤， 殺虫剤， ステンレス鋼
工業， セメント安定剤などに用いられる.

3. 物理化学的性質1)
シアン化カリウム:分子量65.11 ， 常温で、国体， 白色，

青酸臭をもっ. 溶解性:水に易溶， アルコールにわずか
に可溶. 火災危険:中等度・水・酸および熱と同時に接

触すると， シアン化水素を発して燃える.

シアン化ナトリウム:分子量49.02， 常温で 結晶体，
白色， 青酸臭をもっ. 融点564 oC ， 沸点1，496 oC， 蒸気
圧10 mmHg (983 Oc )， 1.0 mmHg (8170C). 溶 解性:
水に溶け， 徐々にシアン化水素を発生する. たとえ炭酸

のような弱酸でも容易にシアン化水素を遊離させる. わ
ずかにアルコールに溶ける. 水， 酸 および熱と同時に接
触すると， シアン化水素を発して燃える. 火災危険:中
等度.

シアン化カルシウム:分子量92.12， 常温で 結晶体，

白色， 青酸 臭をもっ. 溶解性:水に溶け， 徐々にシアン
化水素を発生する. たとえ弱酸でも容易にシアン化水素
を遊離させる. アルコールに溶ける. 水， 酸 および熱と
同時に接触すると， シアン化水素を発生する. 火災危
険:中等度.

4. 吸収・代謝・排准1)

シアン化物は， 呼吸器および皮膚から速やかに吸収さ
れる(汗で経皮 吸収が促進される). シアンイオンは，
肝・腎などに存在するチオ硫酸と反応して， チオシアン
となり， 尿中に排池される.
5. 致死量1)
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シアン化カリウム: 経ローラットLD50: 10 mg/kg. 皮
下-マウスLD50: 6 mg/kg. 経口ーイヌLDLO: 3 .8 mg/kg. 

シアン化ナトリウム:経ローラットLD50: 6.4 mg/kg. 
皮下ーマウスLDLO: 10 mg/kg . 皮 下 -イヌ LDLO: 6 
mg/kg. 皮下-ウサギLDLO: 2.2 mg/kg. 

シア ン化 カルシ ウム : 経ロ ー ラ ットLD50 : 39 mg/kg. 
6. シアン化物 の毒性
1)動物

急性毒性
(1) HCN とKCN のLD50 が， 雌雄 の ウサギの筋肉内注
射によって比較さがている. 若干の性差はあるが， この
際の両物質の急性毒性(CNとして) に は大差は見られ
ない2)

HCN/KCN LD50 死亡までの時間
雌ウサギ 69.5 % 44.1 % 
E雄ウサギ 117.9 % 90.6 % 

(2) NaCN 及 び、KCN の実験動物 におけるLD50 は， 5"'_'
10mg/kgの間にあり， 等量のcyanideは， 100pp mを
わずかに超えたHCN の30 -- 60分吸入に相当すると，
考えられているの.
2)ヒト

急性毒性 NaCN及びKCN の鴨下時の致死量は，
150 � 200 mg3) 

慢性影響
(1) NaCN の慢性影響2)

• 

LOAEL : 6.4 pp m ，  

職業性曝露: 5..._.15年， 影響:呼吸困難， 胸内
痛， nl吐， 流涙， ヘモグロビン・リ
ンパ球の増加， 甲状腺肥大.

慢性曝露における神経症状: 6.4pp m 
職業性曝露; 5..._.15年:精神錯乱， 頭痛， めま

い衰弱.

(2) 職業性曝露の影響
Elkins4)は真録メツキの電気メツキ室で， 陰極から出

る水素の泡によって空気中に放出されるアルカリ液のミ
スト(その主成分はNaCN)を測定している. その結果，

HCNとして示されるcyanide濃度が5pp mを大きくは
超え な い作業者の中で， 鼻の強い刺激の訴え と鼻中 隔潰
蕩を見 いだしている. ただし， この場合， 測定されて い
ない物質の刺激が加わ っている可能性もあるとしてい
る.

W olfsie & Sha宜er
5) は1959 年までの文献レビュ ーに

おいて， 慢性中毒の症状として， 無力症， 頭痛， めまい，
神 経過敏， 体重減少， 食欲不振及びいろいろな胃腸症状
をあげ， これらが， 作業改善または離職により完全に消
失し， 復職により再発することを， その根拠としている
が， 曝露濃度との関連は記されていない.

El Ghawabi ら6)はメツキ液としてCopp er cyanide 
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(約3%)， Sodium cyanide (3 %)， Sodium carbonate 
(1 %) を用 いている3工場の電 気メ ッキ部門において，
曝露濃度と健康状況についての調査を行なっている. ア
ルカリ液中に採気 し， 比色法に よっ て HCNとして 定量

の 結果， 呼吸域におけるcyanide濃度(pp m)は， 全体
では4.2..._.12.4 の範囲で， 工場別 の平均値(範囲)は，
A工場: 10.375 (8.2 ..._. 12.4) ， B工場: 6.416 (4.1..._. 8.8) ， 
C工場:8.083 (5.9"'_' 9.6)であった. 36名の曝露期間は5
..._.15年の範囲， 平均7年であった. これ ら作業者群 は
対照者群と比較して， 次の自覚症が高率であった(3工
場間の比較はされていない). 頭痛(81 %/30 %)， 衰弱

(78%/20%)， 味覚・喋覚の変化(78%10%)， めまい
(56%/15 %)， のどの刺激(44%/5%)， 艦吐(44%
13%)， 呼吸困難(44%/10%)， 流涙(25%10%)な
ど. 作業者群ではまた， ヘモグロビン及びリンパ球の増
加， 甲状腺の肥大も認められた. 3工場の中で最も曝露
が大きかったA工場では 2 名に 精神病性の異常が見ら
れ， 彼ら には増悪の間， 精神錯乱， 幻覚， 軽度の腹痛，
不明瞭な言葉が認められた.

Chandràらのは 電気 め っき な どを 行な う 作業者 23 名
と， 対照者 20名について， 詳細な履歴調査， 臨床的検
査及び肺機能検査 を実施， cyanide 曝露 の影響を研究し
た. メッキ槽近くの 呼吸域及び全作業場で， 全作業時間
を通じて ， 各時 間に20分採気 . 気中の hydrocyanic
acid (シアン化水素酸;青酸)及びcyanide aerosolsを
測定したとのことであるが ， 測定結果は次の 如くにしか
示されて いない.

呼吸域のcyanide 濃度(mg/m3)
メッキ槽付近:平均0.45(範囲0.2..._. 0.8) 
全 作 業 場: 平均0.15(範囲0.1..._. 0.2) 

また ， 血中cyanide'thìocyanate濃度が， 曝露者>対
照者であること， 及ぴ尿中 cyanide . thiocyanate濃度
が， 喫煙者 >非喫煙者であることが， 数値によって示さ
れている. 結論に おいては， 上記のような「低濃度にも
かかわらず， 作業者は中毒の典型的な症状を訴えており，
5 mg/ m3というTWAは改訂の必要がある」と記され

ている が， 健康調査の結果 において ， 中毒症状は示され

ていないので， 許容濃度決定の資料に 用いることができ
ない.

滝沢顕彦8)によると， 中小の19 メッキ工場の99箇所
で 測定 した気中シア ン濃度(mg/m3) の 範聞 は 0.004 ..._.
4.65， 平均0.33 であった. メッキ作業者に 訴えが多く，
対照者と比べ有意差のあった項目 として， 咳 ばら い， 鼻
づまり， 鼻汁などが示されているが， 作業環境との関連
が示されていないので 許容濃度の検討には用いられな
しミ.

7. 許容濃度の提案
シアンイ七カリウムなどのシアン化物については， ヒト
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についての有害性情報は少ないが， 加水分解あるいは酸
との 反応によってシアン化水素が生じるので， これを参
考にして同一数値を用い， かつシアン化物は経皮吸収も
知られているので(皮) も付け る ことを提案す る.
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硫化水素
H2S 

[CAS No. 7783・06-4]
許容濃度 5 ppm. .(7 mg/m3) 

1 . 物 理化学的性質
無色気体. 腐乱臭. 水に易溶(186 ml/100 ml， 40 Oc) ， 

メタノール， 二硫化炭素に可溶. 比重l.2 (気体)， 0.96 
( 液体) . 分子量34.08 . 融点- 82.90C， 沸点一59.60C， 発
火点2600C.
2 . 用途・曝露

分析化学試薬， 重水製造， 硫黄元素の材料， 金属精製，
工業薬品・農薬・医薬品製造， 蛍光体(夜光， 蛍光塗料) ， 
エレクトロルミネッセンス(面照明) ， フォトコンダク
ター(光電リレー露出 計)製造， 溶剤(ジメチルスルホ
キシド， 高級メルカブタン)， 皮革処理(脱毛剤) . 

職業性曝露 は， 石油， 天然ガス， 土壌， 下水， 廃水処
理施設の廃水槽などから発生するガス， 温泉中のガス，
ビスコースレーヨン製造ゃなめし皮工程などでの化学反

応の副産物， 等の曝露である.
3 . 致死量

LC50: 444 pp m (ラット， 4 時間吸入曝露)1) . 

4 . 代謝
経気道が主要な吸収ルートで， ヒトの場合は経皮吸収
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は 小さい.

代謝には3つの経路がある;(1) 酸化され硫酸塩にな
る， (2)メチル化されメチルメルカブタンあるいは硫化
ジメチルになる， (3)金属含有蛋白あるいは二硫化物含
有蛋白と反応する. (1)と(2)は解毒反応と考えられ，

(3) は多くの場合， 毒性作用に関係する2)

血中硫化物濃度や尿中チオ硫酸濃度が曝露マーカーと
考えられているの.

5 . 短期曝露による影響
(1)ヒトに対する急性影響

文献値の幾何平均値として得られた嘆覚関値は0.0081
pp mと評価されてい る4) ただし， 100pp mで嘆覚疲
労が起こり， 150pp m で嘆神経麻痔が起こる. したがっ
て， このような濃度 では臭気は危険信号にならない2)

急性影響は， 眼や気道の粘膜の炎症と刺激作用と， 高
濃度吸入曝露で、は肺水腫， 呼吸中枢麻痔， 意識消失， 死
亡が起こる.

眼の刺激症状は最初にみられる症状で， 角膜の炎症が
主である角結膜炎が起こる. 角結膜炎が起こる濃度は，
20 pp m5) ， 10 pp m あ るいは5pp m 6)， 50 PPIIl7)と報告
されている. Podaら8)は重水工場の曝露作業者を観察
し， 10 ppm以下(通常は1pp m以下であった)に曝露

を制御すると角結膜炎が起こらなくなったことを報告し
ている. Vanhoorne ら 9) は， オ ラン ダの ひとつのビス
コースレーヨン工場で少なくともlmg/m3の二硫化炭
素曝露を受けている作業者のうち調査 に参加した46%
(123 名)の作業者について眼の刺激症状を調べた. 硫
化水素 曝露濃度は0.2-8.9 mg/m3 (0.14-6.4 ppm) であ
った.硫化水素のみの曝露を受けている者はいなかった.

硫化水素非曝露群(n=107)と， 硫化水素曝露 1-5
mg/m3 ( 0.7-3.6 pp:m)の群(Ìl=49) ， く5-9 mg/m3 (く
3.6-6.4 pp m)の群 (n=34)を比較すると， 5-9 mg/m3 
以上の群で月に1-2回以上の眼の痛みを訴える者の割合
が有意に高くなった(それぞれ21ム34.7， 52.9 %). 郵
送調査では， 同じ工場に以前に雇用されていた1/3が限
の症状が理由で退職していたので， この横断面調査 では
眼の症状の'寵患率は過小評価されていると考えられる，
と述べでいる.

Higashiら10)は， わが国の3つのビスコースレーヨ
ン工場において， 曝露 者 30名と 工場， 喫煙歴， 年齢，
身長をマッチさせた対照者30 名を選び， シフト前とシ

フト後に肺機能検査を行った. 曝露濃度は曝露者は3
ppm (0.3-7.8 p pm )  ， 対照者は 0.1ppm以下であった.
曝露者の平均曝露期間は12.3年であった. 両群でシフ
ト前の肺機能指標には差はみられなかった. シフト前後
の肺機能指標の差について も両群で差はみられなかっ
た.

Bhambhaniら11-14)は， ボランテイアを被験者とし


